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研究内容

[1]剰余位数分布に関する研究
・αを 2 以上の自然数とし、を素数とする。 こ

のとき amΞ1(modp)を満たす最小の自然数
αの mod での剰余位数という。これを以下

D。ψ)で表す。これは整数論においてきわめて自然
に現れる重要な量であるが、a を固定してを動

かしたときのD。ψ)の挙動は、数論的にきわめて扱
いく5らい。

・ここでいう剰余位数分布の問題とは、 D。ψ)の値
を modk で分類司、る問題である。うまり、

Ω。(X; k,0=伊'X ; D。ψ)Ξ1(mod k)}
という素数集合を考え、その自然密度を求めるので
ある。 1=0 の場合は比較的易しく、 Hasse,odoni ら
の結果がある。しかし、1 が 0 でないときは非常
に難しく、過去にこの場合を扱った研究はなかった
・筆者はかつて、村田玲音氏(明治学院大学)との

共同研究において、 k司,,1=1,3 の場合に、αに関す
る軽い制限と、一般リーマン予想(以下G臨)の仮定
の下で、Ω。(X;k,0 の自然密度を剰余項付きで決定
することに成功した。ついで k=q、(q は素数)の場
合を扱い、同様の仮定のもとで 0。(X; q',n (0三j莟
ず.D の自然密度を決定したさらに一般の k,1 の
組に対して、 G脚のもとでΩ。(χ;k,0 の密度を計
算するアルゴリズムが存在することを示した。これ
らの結果は20叫年から2006年にかけて4編の査読

付き論文として発表したが、その最後のものは円
である。

・この方向の筆者の最新の結果は B]である。これ
は田村知佳子氏(筆者が指導した大学院生)との共

同研究である。これは上記Ω。(X;k,0 に、さらに条
件(bm)=1 を付け加えた集合 S。..イ父 k,0 を考える
ものである。ただし、 h はあらかじめ選んだ整数、

(bゆ)はルジャンドル記号である。この条件を付け
加えることで集合Ω。(χ;k,0 は二分されるが、α,
が代数的に影響を与える二とで、等分されない場合
がある本結果は、1=0 の場合に、どのような場合
に等分されるか、あるいはされないか、されない
とすると密度はどうなるかを決定したものである
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れは代数曲線のゼータ関数と非常によく似た性
質をもっている。大きく異なるのはそのりーマン
予想で、符号のゼータ関数の場合、リーマン予想
を満たす符号とそうでない符号の両方が実在す
る。実在の自己双対符号に関しては、reX廿ema1 符
号はりーマン予想を満たすか』という問題があり、
一部し力噛¥決されていない。
・筆者らは、このテーマの新しい方向の研究として、

まず符号のゼータ関数の定義を fomal weight
伽Umerator と呼ぱれる一群の不変式に拡張し、
獣廿ema1 なものはりーマン予想を満たすことを

示唆するいくつかの数値実験例を提示した。
・ついで、扱う不変式の範囲を、 MacwiuiamS 変換
で不変な斉炊多項式全体まで拡張し、そこにりー
マン予想を満たす不変式がかなり多く存在する

ことを示した([2])。ここでは、任意の線型符号の
重み多項式から不変式を構成する一般的方法も
与えているこの結果により、ノーマン予想を満
たす不変式をさらに多く構成できる可能性が生
じ、このテーマに関する1つの新しい研究方法が
開発されたと言ってよい
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[2]線型符号および不変式のゼータ関数とそのり
ーマン予想

・線型符号のゼータ関数は、1999年に 1.Duursma に
ようて定義された、比較的新しい概念であるそ


